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Ⅰ.継承する会設立１０周年企画のご案内とご報告 

（１）オンライン・シンポジウム「被爆者運動史料 その意義と活用～昭和女子大学 

『戦後史プロジェクト』の４年間を振り返って～」のご案内 

  （日 時）３月１９日（土）１３：３０～１６：００ 

  （会 場）Zoom によるオンライン（事務局：四谷プラザエフ５階会議室） 

  （共 催）継承する会・日本被団協・昭和女子大学『戦後史プロジェクト』 

  （表 題）標記したタイトル 

   昭和女子大学の光葉博物館で特別展「被爆者の足跡―被団協関連文書の歴史的研究

からー」が、2021 年 10 月 23 日～11 月 27 日開催され、全国から約 1,500 人が来場

し、好評のうちに終了しました。当会による、日本被団協を中心とする被爆者運動

史料の整理・保存作業への協力から生まれた、昭和女子大学の「戦後史史料を後世

に伝えるプロジェクト―被団協関連文書」が 4年間研究を重ねたもので、特別展は

その集大成ということになります。これらを踏まえ、今回のオンライン・シンポジ

ウムを企画しました。 

 企画概要はおおよそ次のとおりです。全体を二部構成とし、 

 第一部は、昭和女子大学戦後史プロジェクトから「プロジェクトの 4年間の取り組みと

特別展」について報告する。各年度のテーマをなぜとりあげ、どのように解明していった

かなど、研究の深まりに触れる。冒頭、特別展の映像を紹介する予定。 
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 （特別展「被爆者の足跡」パンフをご希望の方は、メールでお申しこみください。） 

 第二部は、昭和女子大プロジェクト、継承する会、被団協によるパネルディスカッショ

ンとし、会場からも発言を求める。論点として、①被爆者運動史料から気づいたこと、学

んだこと、②プロジェクトの活動・特別展をつうじて、新たな発見・視点を得たこと、③

被爆者運動史料を遺し活用する意味や可能性、継承する会の役割や期待・注文など。 

※参加申込は、https://forms.gle/L3Pbo7m472znSaLs5 のフォーム（またはメール）より

お願いします。参考資料として特別展パンフレットをご希望の方はその旨もご明記下さい。 

 

（２）１２月１１日オンライン討論集会の報告 

～“ノーモア・ヒバクシャ”継承の拠点を各地に～ 

 設立から 10 周年を迎えた継承する会は、この間、被爆者運動資料を中心とした史資料

の収集・整理作業をすすめながら、その活用をはかってきました。一方、各地で活動して

きた被爆者の会が解散や活動停止を余儀なくされる事態がつづき、東京に「継承センター」

をつくる努力をつづけるとともに、被爆者運動がめざしてきた“ノーモア・ヒバクシャ”

を継承する拠点を各地につくることの大切さも浮かび上がってきています。 

 昨年 12 月 11 日（土）、設立 10 周年企画の PartⅠとして開催したオンライン討論集会で

は、そうした問題意識のもと、北海道・石川・岐阜・奈良の各地から継承活動の現状と課

題を報告していただきました。 

 この企画には 20 都道府県から約 60 人がオンラインで参加。短い時間の交流でしたが、

各県の多彩で地道な努力に励まされた、参考になった、こうした機会をさらに、といった

感想が寄せられました。 

《各地からの報告のあらまし》                    〔敬称略〕 

■ 北海道から（報告者：北明邦雄、斎藤哲、松田ひとえ） 

 北海道では 1991 年、市民の力で「ノーモア・ヒバクシャ会館」が設立、１階を北海道

被爆者協会の事務所、２階を遺品やパネルの展示に、３階を研修室として運営しています。 

 2016 年に日本被団協が実施した二世調査の北海道分を独自に集計し、翌年５月に発表し

たところ大きな反響を呼び、それを契機に被爆者・二世・一般市民からなる「被爆二世プ

ラスの会」を結成しました。「プラスの会」としたのは、二世は実に多様で親世代以上に

葛藤を抱えるなど、被爆者が背負ってきた課題を二世だけに引き継がせるのは難しいこと、

また、その課題は非被爆者にも共通の課題であることから、三者いっしょにすすめる会と

したものです。現在会員は 55 名（二世 55、被爆者 11、一般 24 名）。親の被爆体験を学び

伝えるとともに、被爆者協会の道との交渉に同席し二世健診への要望を提出するなど、改

善をはかってきています。 

 親世代とともに、原爆展や追悼会、核兵器廃絶に向けたとりくみをすすめるなかで、ネ

ットで育ってきた若い人たちには、パソコン作業やホームページづくりを主に力を発揮し

てもらっています。被爆者協会、ノーモア・ヒバクシャ会館のホームページづくり（2018

～2020）には多彩な層が参加。クラウドファンディングで資金を集め、10 人の被爆者の証

言を動画で発信しています。子ども世代に向けた絵本『北の里から平和の祈り』の制作

（2020）にあたっては、大学生に英訳の協力をしてもらいました。 
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 2019 年には、親の被爆地点に立とうと、広島ピースツアーを実施し、現在長崎ピースツ

アーも計画しています。こうしたなか、全道で６名の二世が語り部として活動するように

なってきています。 

 会館のこれからの運営や、展示物・資料の整理など課題はありますが、ここを拠点に小

学校 25 校で被爆証言を行うなど新しい継承の動きも生まれてきており、そのなかでプラ

スの会がどんな役割を果たしていくのかを考えていきたいと思っています。 

 

■ 石川県から（報告者：西本多美子、東しげの、大田健志） 

 石川では被爆者が現在 59 人（平均年齢 85 歳）にまで減少。会としての活動が困難にな

り、2022 年３月末をもって会を閉じることになりました。しかし、1961 年に結成した石

川県原爆被災者友の会とともに、30 年以上にわたって平和の学び、継承の活動が続けられ

てきており、その活動の一端が報告されました。 

 

１．「平和サークルむぎわらぼうし」の活動 

 きっかけは被爆 40 年の女優たちによる朗読劇「この子たちの夏」を多くの人で観たこ

と。これを毎年開催しようと決めて、翌 1986 年には２ステージを実現、広島の世界大会

に２人を派遣し、その報告会で会を発足させました。 

 県内被爆者の被爆証言を聞くことからはじめ、これが後に友の会がつくる証言集『青い

空を―いしかわの被爆者たちの 50 年―』の礎になりました。戦争の歴史や、会員の体験・

平和活動を互いに学び合う毎月の例会には、学生さんらも交えて多い時には 50 人以上が

参加、これまで 420 回も続けられてきています。 

 チェルノブイリの母親や教師・子どもたちとの文通・交流（２回の訪問や招待を含む）、

『はだしのゲン』ロシア語版全 10 巻の翻訳、「3.11 ふくしまのツアー」から学ぶ、など、

とりくみは広範かつ多岐にわたっています。 

 

２．「平和のバトン」を次世代につなぐ多団体の協同 

 県内の多くの団体、グループが協同しての継承活動も盛んにおこなわれています。 

 中沢啓治の『はだしのゲン』を翻訳し世界の子どもたちに贈る「ＮＰＯ法人 はだしの

ゲンをひろめる会」は、金沢の翻訳グループ「プロジェクト・ゲン」の英訳・ロシア語訳

が発端となり 2012 年に設立。事務所も金沢市内におかれ、現在 24 か国にまで広がってい

ます。石川反核医師と連携して県内の小中学校にも寄贈されました。 

 「反核・平和おりづる市民のつどい実行委員会」は、友の会をはじめ青年団、生協連、

反核医師の会など県内７団体で構成。毎年、原爆犠牲者追悼碑「平和の子ら」像が建てら

れた卯辰山で、「反核・平和おりづる市民のつどい」を開催しています。 

 「平和の子ら」委員会では、99 年に作曲された歌「平和の子ら」を全国でより広く歌っ

てもらおうと 2019 年にＣＤ＆ブックレット化。さらに金沢市立十一屋小学校の６年生が

岩佐幹三さんの５時間分の証言をもとに制作した紙芝居（1988 年、全 48 枚）を全 26 枚に

再構成。「戦いはまだ終わらない」として制作し普及しています。今後、西本さんの紙芝

居制作も予定しています。 
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■ 岐阜県から（報告者：木戸季市、赤塚さとみ、今井雅已） 

 岐阜県では、岐阜県原爆被爆者の会（岐朋会）が毎年、総会・慰霊祭・相談会にとりく

みながら、「原爆と人間」展の各地での開催などを、県内諸団体との協同ですすめてきま

した。2017 年３月に岐朋会の呼びかけで結成された「ヒバクシャ国際署名」をすすめる岐

阜県民の会には、生協・原水協（平和委員会）・保険医協会・新婦人・労働組合など県内

の幅広い団体・メンバーが集まり、月１回の事務局会議、３か月毎の推進連絡会議を重ね

ながら、15 万筆を超える署名と 39 名の首長の署名を集めることができました。何よりも

そのなかで岐朋会のみなさんが元気になりました。 

 国際署名を終えるにあたり、せっかくできた県内団体が繫がった活動を惜しむ声や、「あ

と 10 年たったら被爆者はいなくなる」という木戸さんの言葉に押され、2020 年 12 月に「被

爆者の願いを継承する岐阜県民の会」として再結成。当面は被爆者の証言撮りを中心に、

５年で 50 名を目標として活動を始めています。木戸さんに「核兵器禁止条約」について

語ってもらう学習会を開催し、『被爆者からあなたに』を紹介・普及。年明けからは「す

べての国に核兵器禁止条約の批准を求める署名」の街頭署名も始める予定です。 

 

 継承活動には、「中国帰還者連絡会（中帰連）」やそれを受け継いだ「撫順の奇蹟を受け

継ぐ会」の先行事例があります。「中帰連平和祈念館」（埼玉県川越市）の経験は、継承に

とって決定的に必要なのは記念館・資料室づくりであることを示しています。活動拠点が

あって、初めて継承する若者が育ってくる。組織を作っても、学習する場、話し合う場＝

継承の拠点がなければ組織は消滅するからです。 

 岐阜でも、被爆者からの資料や証言映像記録を保存するため、加田弘子会長の自宅倉庫

をお借りして資料室の創設をめざしています。資料が集まっていて、そこに行って学習で

きる、相談できる場は、拠点づくりのテーマに最もふさわしく、岐朋会の 30 年史もつく

ろうと意気込んでいます。 

 

■ 奈良県から（報告者：岡英幸、新田和夫、入谷方直） 

 奈良県では、市民生活協同組合ならコープの創立（1974）当初から、“平和とよりよい

生活のために”を掲げてきました。その根底には、孫を戦場になんか送りたくない、とい

う女性たちの強い思いがありました。核兵器の廃絶をめざし、知る・学ぶ（学習会）を第

一に、行動し、諸団体とのつながりを大切にしてきました。 

 1981 年には「にんげんをかえせ」「予言」の上映運動を地域に根ざして広げ、県内 155

か所での上映会に 7570 人が参加。ＳＳＤⅡ（1982）や 2015ＮＰＴ再検討会議に代表を派

遣しました。1984 年からは、継続してできる被爆者支援の活動を、という組合員の声にこ

たえて募金活動にとりくみ、日本被団協などに贈呈しています。 

 1990 年には県内５つの生協により県生協連が設立され、毎年、日本被団協の役員を招い

て「ピースアクション in なら」を開催。県の被爆者の会「わかくさの会」が発行してき

た被爆体験集『原爆へ 平和の鐘を』の第３巻では、聞きとり、テープ起こしに組合員も

協力しました。「ヒバクシャ国際署名」のとりくみでは、店舗で署名を呼びかけ、自治体



5 

 

首長にも要請、２万３千人の署名と 38 首長の署名を得ることができました。 

 

 一方、2006 年にはわかくさの会が全国でもっとも早く解散しました。発行された手記集

全 3巻が県内のどの図書館にもそろっていないことに危機感をおぼえ、被爆者の人生を記

した一人一人の手記を残そうと活動しはじめた入谷さんとコンタクトがとれ、2017 年から

協同のとりくみが始まりました。 

 被爆者や遺族一人一人に連絡をとり、直接足を運んで掲載の了解をとり、新たな資料を

いただくなど、入谷さんの地道な努力のなかで、わかくさの会の前身である被災者の会が

存在したことも分かってきました。『奈良県のヒバクシャの声 第一集』は年度内に発行

する予定、第二集についての協議も始まっています。 

 2019 年 10 月には、コープふれあいセンター六条の２階に「平和ライブラリー」を開設。

県内被爆者の手記や戦争資料など、収集した資料の整理作業は、資料をつうじて心ふれあ

う機会にもなっています。 

 

 最後の入谷さんの発言は、この日のテーマの締めくくりにふさわしい内容でした。詳し

くご紹介しましょう。 

 

 いつか訪れる被爆者なき世界で、私たちは何を土台に核廃絶を訴えるのか。個人の手さ

ぐりの活動が奈良県生協連・ならコープとの協同で、平和ライブラリーや手記集の発行と

具体的な形になってきました。 

 広島・長崎の資料館に保存されている遺品は、将来歴史史料として文化財に指定される

日がくるはずです。戦争・原爆体験から始まった戦後の平和運動も、歴史史料としてそれ

に準ずるものと私は考えています。 

 核兵器禁止条約に至るまでの長年の原爆被害者や支援者の努力は、どれほどの規模で積

み重ねられてきたのか。それらは地域に散在し、その重要性に気づかれることなく失われ

ています。 

 地域の記録を守れるのは、地域に住む私たちだけです。みなさんの住む地域で、最初に

被爆体験を公表したのはどなたでしょうか。地域の会の発足に尽力した人の記録は残って

いるでしょうか。受け継がれていない記録も、地域の新聞の記事を丹念に紐解けば、見つ

かるかもしれません。被団協や継承する会の資料の中にその痕跡があるかもしれません。

亡くなった被爆者の家族や近所の方々から貴重な話を聞くことも、今ならまだ可能です。 

 掘り起こしを重ねて、地域の被爆者の記録を守り、被団協や継承する会と記録を共有化

し体系化する。継承とは、今あるものをただ受け継ぐだけでなく、能動的に足らないもの

を補いつつすすめていくことと私は考えています。 

 全国で一番初めに被爆者の会が解散してしまった奈良県で、資料を掘り起こし、保存・

共有する場ができました。次は、それをどのようにして人々に伝えていくか。 

 今準備している新たな手記集は、著作権フリーとし、条件付きで誰でも自由に扱えるも

のにします。実験的につくった小冊子、原爆被害の状況写真は、すでに著作権フリーの状

態で奈良県生協連のホームページで公開しています。 
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 継承することの難しさを知る私たちは、後世の人々がスムーズに受け継げるよう、準備

する必要があるはずです。継承活動の実験的な試みを、奈良県生協連・ならコープと連携

してすすめていきます。 

 

《各県の報告や討議をつうじて分かってきたこと》 

○ 小さくても、資料が集められ、そこに行けば読んだり学んだりできる場があることの

大切さ（北海道、奈良、岐阜、山口など） 

○ 若い人たちには、具体的な役割をもって参加してもらうこと（パソコン、ホームペー

ジづくり、ＳＮＳの活用、英訳など） 

○ 若い人たち自身が主体となるとりくみ（継承する会の「未来につなぐ被爆の記憶プロ

ジェクト」、昭和女子大生による史料整理作業など） 

○ 長年、被爆者の会とともに多彩な活動をしてきた団体・グループ・個人とのつながり

や経験を生かすこと 

 

 継承する会では、今回の試みを手始めに、各県・地域で模索されている継承活動を交流

し合う場を重ね、各地に“ノーモア・ヒバクシャ”継承の拠点づくりをすすめていきたい

と考えています。 

 

Ⅱ.未来につなぐ被爆の記憶プロジェクトの報告 

 12/19 開催の『被爆手帳を破って、ぼくの

闘いは始まった」は会場、オンラインをあわ

せて 50 名（大学生～シニア世代まで幅広い

年代）が参加しました。お話しいただいた秋

山勝彦さん、司会進行をされた中西麻奈未さ

んは特に大変だったと思います。ありがとう

ございました。共催いただいた市民生活協同

組合ならコープ、奈良県生活協同組合連合会

のみなさまにもお礼申し上げます。 

 お話をしていただく秋山勝彦さんの体験

記や参加者いただいたみなさんの感想を「全国証言マップ」に掲載/公開しました。下の

QR コードからご覧いただけます 

＊デジタルアースで閲覧するをクリックし、地図上のアイコンをクリックすると閲覧でき

ます。 
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 2/27(日)18 時から「ヒバクシャと出

会うカフェ」を杉野沙歩さん、継承する

会「未来につなぐ被爆の記憶 PJ」ボラ

ンティア・グループの共催で開催しま

す!当日の進行は杉野沙歩さん、最初の

お話は千葉にお住いの中村紘さん(広島、

2歳 9ヵ月被爆)です。 

「ヒバクシャと出会うカフェ」は、「ヒ

バクシャの方とお友達になりたい！」と

いう想いが原点の交流会です。証言会ではなく、ヒバクシャの皆さんと一人の「ひと」と

して出会い、交流し、この先も長く繋がれる関係を築くきっかけを作りたいと思い、企画

しました。  

 お話を聞いた後、被爆の記憶がほとんどない紘さんと被爆体験のない私たちで、これか

ら先、被爆体験をどんな風に伝えることができるのか一緒に考えてみたいと思います。 

 

Ⅲ.コープみらい立教大学寄附講座「平和」のご報告 

 コープみらいでは 2016 年から立教大学コミュニティ福祉学部で 2～4年生を対象に「地

域コミュニティと生協」という寄附講座をおこなってきました。3年前から「平和の取り

組み」を講義に組み込むにあたり学生と同

世代の「ノーモア・ヒバクシャ」のボラン

ティアスタッフご講義をお願いしてきま

した。最初の年は中尾詩織さん、翌年と今

年は並川桃夏さんです。今年度の講義で並

川さんは、何故平和の取り組みを行うのか

とその大切さを話され、「どんな教育を受

けていたらもっと興味を持つことができ

たのか」「平和のために自分にできること」の 2つのグループディスカッションを通して

当事者意識をもってもらいたいと訴えました。 

 学生からは「私ができるのは、自分

の意見をしっかりと持ち、それを誰か

に伝えること。意見を自分の心の中に

収めていることは、沈黙することであ

り、それは戦争を許容してしまうこと

にもなるのだと考えました」 

 「日本の情勢だけでなく、海外の情

勢にも目を向けてみることや、戦争の

起因は何なのかを考えること、核兵器

を持つ国の現状などを知ることなど、次世代に伝えるために自分の言葉にして発信し続け

ることが大切だと感じました」など心打たれる感想がありました。 
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Ⅳ.被爆者運動を学び直す、日本青年団協議会の取り組み 

 ～被爆者運動を追体験する学習会～ 

 被爆者運動を学びなおすことを目的に日本青年団協議会が始めた学習会。月に 1度のペ

ースで継続しており、1月には第 3回となる学習会を開催しました。 

 学習会のメインとなるのは日本原

水爆被害者団体協議会（略称、日本被

団協）が発刊したブックレット『被爆

者からあなたに』の朗読です。極限の

状況におかれた原爆被害者の心情や

被爆地の光景など、声に出して読むこ

とでより一層情景が思い起こされ、原

爆の悲惨さを実感しています。また日

本被団協の結成から現代に至るまで

の歴史を追うことで、自分が運動を追体験しているような感覚を覚えました。それだけに、

学習会で知った日本・アメリカ両政府の対応には失望の念を禁じえませんでした。第 4回

では朗読が最終章に入ろうとしており、どのようにブックレットが締めくくられるのか、

楽しみにしているところです。 

 第 2 回、第 3回の学習会では濱住被団協事務局次長より補足資料のご紹介と、日青協事

務局が寄せた質問へご回答をいただく時間を設けました。豆知識を交えながらのお話はさ

ながら間近で講演を受けているようであり、時間を忘れて聞き入ってしまいます。次回以

降も、直接お話をお伺いできる貴重な機会をいかし、実り多い学習会としたいと思ってい

ます。 

 

Ⅴ.ご寄贈ありがとうございました 

 

 2018 年 10 月に亡くなられた小野英子さん（千葉県習志野市）のご遺族から、残された

書籍・DVD などをご寄贈いただきました。被爆者の手記・体験記集、被爆者調査・研究、

被爆者運動、文化・芸術関連の書籍のほか、地元習志野市をはじめとする継承活動の報告

書など、多分野にわたる書籍や DVD を段ボール 2箱分。中には、語り部もしておられた英

子さんの原稿や報道された記事も含まれています。 

 貴重な資料のご寄贈に心よりお礼申し上げます。 

 

 

※日本被団協が取り組んでいる、「日本政府に核兵器禁止条約の署名、批准を求めます」

署名の用紙を同封します。ご協力、よろしくお願いします。 


